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(57)【要約】
【課題】印刷障害が再現されるように秘密情報が秘匿さ
れた障害データを生成して出力する画像出力装置を提供
することを目的とする。
【解決手段】画像出力装置１０は、印刷データ受付部１
１３により受付けた印刷データを画像出力部１１４によ
り印刷し、印刷障害が生じた場合に、その印刷データに
含まれるデータのデータ種別に対応する、記憶部１１６
に記憶されている加工条件情報に基づいて、印刷データ
を加工して代替印刷データを生成し、画像出力部１１４
によりその代替印刷データで印刷障害が再現するか検証
し、印刷障害が再現された場合に、その代替印刷データ
を障害データとして障害データ出力部１１７から出力す
る。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された印刷データを印刷する画像出力手段と、
　前記画像出力手段による印刷が正常に行われなかった印刷データを取得する取得手段と
、
　予め定めたデータ種別毎の加工条件を記憶する加工条件記憶手段と、
　前記取得手段により取得された前記印刷データ内の前記データ種別に対応する部分を特
定し、特定した部分について前記加工条件記憶手段に記憶されている前記加工条件に従っ
て、当該部分の印刷データを加工した代替印刷データを生成して前記画像出力手段に入力
する代替印刷データ生成手段と、
　前記画像出力手段により印刷が正常に行われなかった前記代替印刷データを障害データ
として出力する障害データ出力制御手段と
　を備えることを特徴とする画像出力装置。
【請求項２】
　前記加工条件は、前記データ種別が文字である場合には、前記印刷データ中の前記文字
を示す文字コードとは異なる文字コードに変換する条件と、前記データ種別が図形である
場合は、前記印刷データ中の図形を示す座標位置を異なる座標位置に変換する条件と、前
記データ種別が画像である場合には、前記印刷データ内の画像を印刷する際のデータ量を
減じないように当該画像を変換する条件とを含み、
　前記代替印刷データ生成手段は、前記印刷データの前記各データ種別に対応する部分に
ついて、当該データ種別に応じた前記加工条件に従って加工し、加工した各部分の印刷デ
ータを合成することにより前記代替印刷データを生成することを特徴とする請求項１記載
の画像出力装置。
【請求項３】
　前記加工条件記憶手段は、前記各データ種別の前記加工条件を前記印刷データに適用す
る優先順位を記憶し、
　前記代替印刷データ生成手段は、前記優先順位に従い、前記印刷データに前記加工条件
を適用して前記代替印刷データを生成し、生成した前記代替印刷データが前記画像出力手
段により正常に行われなかった場合には、適用された当該加工条件と、当該加工条件の次
に順位づけられている前記加工条件を前記印刷データに適用し、新たな前記代替印刷デー
タを生成することを特徴とする請求項２記載の画像出力装置。
【請求項４】
　前記加工条件記憶手段は、前記印刷データの加工の程度を示す加工レベル毎に前記加工
条件を記憶し、
　前記加工レベルの指定を受付ける受付手段を備え、
　前記代替印刷データ生成手段は、前記受付手段により受付けられた前記加工レベルに対
応する前記加工条件記憶手段に記憶された前記加工条件に基づいて、前記代替印刷データ
を生成することを特徴とする請求項２記載の画像出力装置。
【請求項５】
　入力された印刷データを印刷する画像出力手段と、予め定めたデータ種別毎の加工条件
を記憶する加工条件記憶手段とを備えるコンピュータに、
　前記画像出力手段による印刷が正常に行われなかった印刷データを取得する取得ステッ
プと、
　前記取得ステップにより取得された前記印刷データ内の前記データ種別に対応する部分
を特定し、特定した部分について前記加工条件記憶手段に記憶されている前記加工条件に
従って当該部分の印刷データを加工した代替印刷データを生成し、前記画像出力手段に入
力する代替印刷データ生成ステップと、
　前記画像出力手段により印刷が正常に行われなかった前記代替印刷データを障害データ
として出力する障害データ出力制御ステップと
　を実行させるためのプログラム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像出力装置及びそのプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、印刷物をプリンタで印刷した際の印刷画質に不具合があった場合に、プリンタの
利用者が、そのプリンタのメンテナンスサービスを行うメンテナンス業者へ印刷結果等の
データを送ると、メンテナンス業者により、そのデータに基づいて、印刷障害の原因を解
析して印刷障害を除去するサービスが提供されている。
　しかしながら、印刷障害の原因となった印刷物に秘密情報が含まれている場合には、印
刷結果等のデータをメンテナンス業者へ送ることを利用者が希望しないことがある。下記
特許文献１には、このような場合に、その印刷結果等のデータの代わりに、予め記憶され
ているテストパターンを送信する技術が開示されている。
　また、下記特許文献２には、印刷処理速度の調査に際して、所定速度未満の印刷データ
に機密情報が含まれている場合に、その秘密情報を変換して非機密化された印刷データを
生成する技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－１６６０５８号公報
【特許文献２】特開２００９－０３９９５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　メンテナンス業者へ渡される印刷データは、秘密情報が秘匿された上で、印刷障害が再
現できるものでなければ、印刷障害の原因解析を行うのは困難である。
　本発明は、印刷障害が再現されるように秘密情報が秘匿された障害データを生成して出
力する画像出力装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の請求項１に係る画像出力装置は、入力された印刷データを印刷する画像出力手
段と、前記画像出力手段による印刷が正常に行われなかった印刷データを取得する取得手
段と、予め定めたデータ種別毎の加工条件を記憶する加工条件記憶手段と、前記取得手段
により取得された前記印刷データ内の前記データ種別に対応する部分を特定し、特定した
部分について前記加工条件記憶手段に記憶されている前記加工条件に従って、当該部分の
印刷データを加工した代替印刷データを生成して前記画像出力手段に入力する代替印刷デ
ータ生成手段と、前記画像出力手段により印刷が正常に行われなかった前記代替印刷デー
タを障害データとして出力する障害データ出力制御手段とを備えることを特徴とする。
【０００６】
　本発明の請求項２に係る画像出力装置は、請求項１の構成において、前記加工条件は、
前記データ種別が文字である場合には、前記印刷データ中の前記文字を示す文字コードと
は異なる文字コードに変換する条件と、前記データ種別が図形である場合は、前記印刷デ
ータ中の図形を示す座標位置を異なる座標位置に変換する条件と、前記データ種別が画像
である場合には、前記印刷データ内の画像を印刷する際のデータ量を減じないように当該
画像を変換する条件とを含み、前記代替印刷データ生成手段は、前記印刷データの前記各
データ種別に対応する部分について、当該データ種別に応じた前記加工条件に従って加工
し、加工した各部分の印刷データを合成することにより前記代替印刷データを生成するこ
とを特徴とする。
【０００７】
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　本発明の請求項３に係る画像出力装置は、請求項２の構成において、前記加工条件記憶
手段は、前記各データ種別の前記加工条件を前記印刷データに適用する優先順位を記憶し
、前記代替印刷データ生成手段は、前記優先順位に従い、前記印刷データに前記加工条件
を適用して前記代替印刷データを生成し、生成した前記代替印刷データが前記画像出力手
段により正常に行われなかった場合には、適用された当該加工条件と、当該加工条件の次
に順位づけられている前記加工条件を前記印刷データに適用し、新たな前記代替印刷デー
タを生成することを特徴とする。
【０００８】
　本発明の請求項４に係る画像出力装置は、請求項２の構成において、前記加工条件記憶
手段は、前記印刷データの加工の程度を示す加工レベル毎に前記加工条件を記憶し、前記
加工レベルの指定を受付ける受付手段を備え、前記代替印刷データ生成手段は、前記受付
手段により受付けられた前記加工レベルに対応する前記加工条件記憶手段に記憶された前
記加工条件に基づいて、前記代替印刷データを生成することを特徴とする。
【０００９】
　本発明の請求項５に係るプログラムは、入力された印刷データを印刷する画像出力手段
と、予め定めたデータ種別毎の加工条件を記憶する加工条件記憶手段とを備えるコンピュ
ータに、前記画像出力手段による印刷が正常に行われなかった印刷データを取得する取得
ステップと、前記取得ステップにより取得された前記印刷データ内の前記データ種別に対
応する部分を特定し、特定した部分について前記加工条件記憶手段に記憶されている前記
加工条件に従って当該部分の印刷データを加工した代替印刷データを生成し、前記画像出
力手段に入力する代替印刷データ生成ステップと、前記画像出力手段により印刷が正常に
行われなかった前記代替印刷データを障害データとして出力する障害データ出力制御ステ
ップとを実行させる。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１に係る発明によれば、印刷データが正常に印刷されない場合、その印刷障害が
再現されるように加工された障害データにより印刷障害の原因が解析されうる。
【００１１】
　請求項２に係る発明によれば、データ種別に応じて加工された代替印刷データが生成さ
れる。
【００１２】
　請求項３に係る発明によれば、印刷障害の再現性が加工条件の優先順位に応じて段階的
に検証される。
【００１３】
　請求項４に係る発明によれば、利用者によって指定された加工レベルに応じて代替印刷
データが生成される。
【００１４】
　請求項５に係る発明によれば、印刷データが正常に印刷されない場合、その印刷障害が
再現されるように加工された障害データにより印刷障害の原因が解析されうる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】実施形態のシステム構成例を示す図である。
【図２】実施形態に係る画像出力装置１０のブロック図である。
【図３】実施形態における加工条件情報の例を示す図である。
【図４】（ａ）は、実施形態における文字データの加工処理例について説明する図である
。(ｂ)は、実施形態における図形データの加工処理例について説明する図である。(ｃ)は
、実施形態におけるビットマップ画像データの加工処理例について説明する図である。
【図５】実施形態における画像出力装置１０の動作フロー図である。
【図６】実施形態における障害データ出力確認画面の例を示す図である。
【図７】変形例における加工レベル選択画面の例を示す図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態に係る画像出力装置について説明する。
＜実施形態＞
＜構成＞
　図１は、本実施形態に係るシステム構成例を示している。本実施形態に係る画像出力装
置１０とホスト装置２０とは、ＬＡＮ(Local Area Network)等の通信手段を介して接続さ
れている。ホスト装置２０は、パーソナルコンピュータ等で構成されており、利用者は、
ホスト装置２０に搭載されている各種アプリケーションソフトウェアを実行させて、文字
、図形、写真等の画像(以下、ビットマップ画像)を含む文書を作成する。そして、ホスト
装置２０は、作成された文書を印刷する指示を利用者から受付けた場合に、印刷が指示さ
れた文書のデータをページ記述言語(以下、ＰＤＬ(Page Description Language)と言う)
で記述された印刷データに変換し、その印刷データを通信手段を介して画像出力装置１０
へ送信する。
【００１７】
　画像出力装置１０は、ホスト装置２０から送信された印刷データを受信し、ＰＤＬで記
述された印刷データを解釈して展開し、展開した印刷データを紙等の記録媒体にページ単
位で印刷する通常モードと、印刷障害が生じた場合に、その印刷データに基づいて、印刷
障害の再現が検証された障害データを生成する障害データ生成モードとを有する。この障
害データ生成モードは、印刷障害が再現されるように、印刷障害の原因となる印刷データ
を予め定められた加工条件に従って変換し、その変換した印刷データを障害データとして
出力するモードである。
　なお、印刷障害とは、紙詰まり等の物理的原因によるものではなく、例えば、印刷デー
タが印刷されない場合や、印刷データの通りに印刷結果が出力されないなど、印刷データ
が正常に印刷されない状態である。本実施形態においては、正常に印刷されない状態を示
す印刷障害は、前者の印刷データが印刷されない場合を示すものとして説明する。
【００１８】
　以下、本実施形態に係る画像出力装置１０の詳細について図２を用いて説明する。図２
は、画像出力装置１０のブロック図である。図示するように、画像出力装置１０は、ＣＰ
Ｕ(Central Processing Unit)１１０、ＲＯＭ（Read Only Memory）１１１、ＲＡＭ（Ran
dom Access Memory）１１２、印刷データ受付部１１３、画像出力部１１４、画像メモリ
１１５、記憶部１１６、障害データ出力部１１７、受付部１１８、及び表示部１１９を含
んで構成されている。
【００１９】
　ＣＰＵ１１０は、ＲＯＭ１１１に記憶されている制御プログラムを、ＲＡＭ１１２をワ
ークエリアとして実行することにより、代替印刷データ生成手段１１０ａと障害データ出
力制御手段１１０ｂの各機能を実現し、ＣＰＵ１１０に接続されている各部を制御する。
なお、ＲＯＭ１１１には、制御プログラムのほか、ＰＤＬを解釈して画像出力装置１０に
対応する機械語に翻訳するための翻訳プログラムや、各文字コードに対応する文字が文字
コードの順に配列された文字変換情報が記憶されている。
　即ち、ＣＰＵ１１０は、ＲＯＭ１１１に記憶されている翻訳プログラムを実行してＰＤ
Ｌで記述された印刷データを翻訳し、その印刷データを展開してラスタ画像に変換する。
また、ＣＰＵ１１０は、障害データ生成モードにおいて、印刷データに含まれる文字、図
形、ビットマップ画像の各データ種別に応じた加工条件に従って印刷データを変換して代
替印刷データを生成し、その代替印刷データを画像出力部１１４に送出して印刷障害の再
現を検証する代替印刷データ生成手段１１０ａとしての機能を実行する。また、ＣＰＵ１
１０は、印刷障害の再現が検証された代替印刷データを障害データとして、画像出力装置
１０に接続された記憶媒体や、画像出力装置１０と通信接続された画像出力装置１０のメ
ンテナンス業者のサーバ等に出力する障害データ出力制御手段１１０ｂとしての機能を実
行する。
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【００２０】
　印刷データ受付部１１３は、ホスト装置２０と通信を行うための通信インタフェースで
あり、ホスト装置２０から印刷データを受信する。画像出力部１１４は、後述の画像メモ
リ１１５に記憶されるページ単位の印刷データの画像に対して階調補正などの画像処理を
行い、Ｙ(yellow)、Ｍ（magenta）、Ｃ(cyan)、Ｋ(黒)の画像データを生成し、電子写真
方式により、画像データに従ってＹＭＣＫの各色のトナー像を形成して記録媒体に転写し
て出力する印刷処理を行う。また、画像出力部１１４は、印刷処理が正常に終了したか否
かを示す情報を印刷処理後にＣＰＵ１１０へ出力する。
【００２１】
　画像メモリ１１５は、印刷データが展開されたラスタ画像データをページ毎に記憶する
。記憶部１１６は、ハードディスク等の記憶媒体であり、代替印刷データを生成する際の
加工条件の情報等が記憶されている。障害データ出力部１１７は、例えば、ＵＳＢ(Unive
rsal Serial Bus)メモリやメモリーカード等の外部記憶媒体を接続するインタフェースや
、メンテナンス業者のサーバ装置等の外部装置と接続する通信インタフェースを有し、Ｃ
ＰＵ１１０の制御の下、送出された障害データを外部記憶媒体や外部装置に対して出力す
る。
【００２２】
　受付部１１８は、テンキーや矢印キー等の画像出力装置１０を操作するための各種キー
を含む操作パネルを備えており、ユーザから各種操作を受付け、受付けた各種操作を示す
情報をＣＰＵ１１０へ送出する。表示部１１９は、液晶ディスプレイなどの表示デバイス
を有しており、ＣＰＵ１１０の制御の下、画像出力装置１０を操作するためのメニュー画
面や各種メッセージ画面等を表示する。
【００２３】
＜データ＞
　次に、画像出力装置１０の記憶部１１６に記憶されているデータについて説明する。図
３は、代替印刷データを生成する際に参照される加工条件情報の例を示している。図３に
示すように、加工条件情報２００は、データ種別毎に加工条件が対応付けられている。こ
の加工条件は、各データ種別のデータの加工処理について既定されたアルゴリズムが記述
されたプログラムを示す情報である。
【００２４】
　この例において、データ種別が文字データである場合には、加工処理Ａのプログラムを
実行して印刷データ内の文字データを変換する。加工処理Ａの例として、例えば、図４(
ａ)に示すように、印刷データ中に“明日の・・・”の文字列が含まれており、ＰＤＬで
記述された印刷データにこれらの各文字を示す文字コード、書体、色等のパラメータが含
まれている場合、ＣＰＵ１１０は、ＲＯＭ１１１に記憶されている文字変換情報に基づい
て、“明”の文字を示す文字コード“４Ｃ４０”を、この文字コードの次に配列されてい
る文字コード“４Ｃ４１”に対応する”盟“の文字に変換する等、変換前の文字コードと
は異なる文字コードに変換する。なお、加工処理Ａには、まず、印刷データ中の文字列の
一部、例えば、一文字おきに文字コードを変換する加工条件や、その加工条件で加工され
た代替印刷データで印刷障害が再現できなければ、全文字データの文字コードを変換する
加工条件など、文字コードを変換するための複数の加工条件が設定されていてもよい。
　このように、上記例示した文字データの加工処理においては、文字列の長さ、書体、色
等の属性については変換せずに文字コードだけが変換され、変換後の文字データが流出し
ても元の印刷データの内容が認識されにくい。
【００２５】
　次に、データ種別が図形データである場合には、加工処理Ｂのプログラムを実行して、
印刷データ内の図形データの座標を予め定めた座標変換条件に従って変換する。例えば、
ＰＤＬで記述された印刷データにベジエ曲線を示すパラメータとして点座標や関数、線種
、線幅、色等の属性情報が含まれている場合、ＣＰＵ１１０は、図４(ｂ)に示すように、
元の印刷データ中の点座標と関数に基づいて演算された実線のベジエ曲線５０を求める。
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そして、ベジエ曲線５０上の点(Ｐ０～Ｐ３)のうち、例えば、ランダムに選択したＰ２(
Ｘ２，Ｙ２)のＸ座標を、予め定めた値だけ増減させる等の座標変換条件に従ってＰ２ａ
（Ｘ２ａ，Ｙ２）に変換し、変換したＰ２ａを通る破線の曲線５１に元のベジエ曲線５０
を変換する。
【００２６】
　なお、上記の例ではベジエ曲線を用いて説明したが、これ以外の各種図形に対して上記
と同様の加工処理を行うようにしてもよいし、図形の種類に応じて加工処理を施すように
してもよい。また、図形上の一部又は全部の座標を座標変換条件に応じて変換するなど、
複数の加工条件が加工処理Ｂに設定されていてもよい。
　このように、印刷データに含まれる図形データを示す座標だけを変換することにより、
元の図形データの線種、線幅、色等の属性が維持された状態で、元の図形とは異なる図形
が描画される。
【００２７】
　次に、データ種別がビットマップ画像データである場合の加工処理Ｃについて説明する
。加工処理Ｃは、バッファオーバーフローによる印刷障害を再現するため、印刷データ中
のビットマップ画像データを展開した際のデータ量が減じないように、元のビットマップ
画像データに予め定めた画像データを付加したり、予め定められた画像データに変換する
等の加工条件が設定されている。
　例えば、本実施形態では、図４（ｃ）に示すように、加工処理Ｃにより、変換前のビッ
トマップ画像６０に、予め定めたモザイク画像６１ａが重ねられて合成されたビットマッ
プ画像６１が生成される。なお、ビットマップ画像データを変換する際には、展開時のデ
ータ量を維持した状態で、変換前のビットマップ画像データの色空間等の属性情報を変換
しないように別の画像データに変換するなどの加工条件が設定されていてもよい。このよ
うに、元のビットマップ画像データを展開した際のメモリ量を減じずに変換することで、
バッファオーバーフローによる印刷障害の再現の検証が行いやすくなり、元のビットマッ
プ画像データに含まれている人物等の秘密情報が秘匿される。
【００２８】
＜動作＞
　次に、本実施形態に係る画像出力装置１０の動作について説明する。図５は、画像出力
装置１０の動作フロー図である。ステップＳ１０において、画像出力装置１０のＣＰＵ１
１０は、ホスト装置２０から印刷データ受付部１１３を介してＰＤＬで記述された印刷デ
ータをページ単位に取得してＲＡＭ１１２に記憶する。そして、ＣＰＵ１１０は、ＲＯＭ
１１１に記憶されている翻訳プログラムを実行し、ＲＡＭ１１２に記憶されている印刷デ
ータを翻訳して展開し、展開したラスタ画像データを画像メモリ１１５へ順次送出する。
そして、画像メモリ１１５に送出されたラスタ画像データは、画像出力部１１４により順
次読み出されて印刷処理される(ステップＳ１１)。なお、本実施形態では、ＣＰＵ１１０
は、ＰＤＬで記述された印刷データを翻訳した中間言語の印刷データをページ単位にＲＡ
Ｍ１１２に記憶し、その印刷データが正常に印刷された際にＲＡＭ１１２から消去する。
【００２９】
　ＣＰＵ１１０は、画像出力部１１４により印刷処理が正常に行われたことを示す情報を
受付けた場合(ステップＳ１２：ＮＯ)、即ち、印刷データが印刷されて印刷障害が生じな
かった場合には処理を終了する。また、ＣＰＵ１１０は、画像出力部１１４により、印刷
データが印刷されず、印刷処理が正常に終了しなかったことを示す情報と、印刷障害を生
じさせた印刷データの情報を受付けた場合には(ステップＳ１２：ＹＥＳ)、通常モードか
ら障害データ生成モードへ移行し、印刷障害の原因となった印刷データに対応する翻訳さ
れた印刷データをＲＡＭ１１２から読み出し(ステップＳ１３)、印刷データに含まれるデ
ータのデータ種別に応じて加工処理を行う(ステップＳ１４)。
【００３０】
　ステップＳ１４において、データ種別が文字データであるデータに対し、ＣＰＵ１１０
は、記憶部１１６から加工条件情報２００を読み出し、文字データに対応する加工処理Ａ
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のプログラムを実行する。即ち、ＣＰＵ１１０は、ＲＯＭ１１１に記憶されている文字変
換情報を参照し、予め定められている文字コードを変換するための加工条件に従って、印
刷データ中の文字コードを他の文字コードに変換する(ステップＳ１５)。
【００３１】
　ステップＳ１４において、データ種別が図形データであるデータに対しては、ＣＰＵ１
１０は、加工条件情報２００に基づいて、図形データに対応する加工処理Ｂのプログラム
を実行する。即ち、ＣＰＵ１１０は、各図形を示すパラメータや関数に基づいて求めた図
形上の座標を、予め定められた座標を変換するための加工条件に従って変換する(ステッ
プＳ１６)。
【００３２】
　また、ステップＳ１４において、データ種別がビットマップ画像データであるデータに
対し、ＣＰＵ１１０は、加工条件情報２００に基づいて、ビットマップ画像データに対応
する加工処理Ｃのプログラムを実行する。即ち、ＣＰＵ１１０は、画像データを変換する
予め定められた加工条件に従い、印刷データ中の各ビットマップ画像データと、予め定め
られている画像データとを合成して元のビットマップ画像データを変換する(ステップＳ
１７)。
【００３３】
　ＣＰＵ１１０は、１ページの印刷データについてステップＳ１５～Ｓ１７の各加工処理
を行った場合(ステップＳ１８：ＹＥＳ)、各加工処理によって変換されたデータを合成し
て１ページの代替印刷データを生成し、画像メモリ１１５へ送出して画像出力部１１４に
より印刷を行う(ステップＳ１９)。なお、１ページの印刷データについてステップＳ１５
～１７の各変換処理が行われるまではステップＳ１５～１７の各加工処理を繰り返し行う
(ステップＳ１８：ＮＯ)。
【００３４】
　ＣＰＵ１１０は、画像出力部１１４により画像メモリ１１５に記憶された代替印刷デー
タが正常に印刷されたことを示す情報を受付けた場合には(ステップＳ２０：ＮＯ)、ステ
ップＳ１４に戻り、各データ種別に応じた加工処理を行う。また、代替印刷データが正常
に印刷されなかったことを示す情報を受付けた場合には(ステップＳ２０：ＹＥＳ)、ＣＰ
Ｕ１１０は、図６に示すように、その代替印刷データのラスタ画像１１９ａ、障害データ
として出力するか否かのメッセージ１１９ｂ、及び障害データとして出力するか否かを選
択するための選択ボタン１１９ｃを含む障害データ出力確認画面を表示部１１９に表示し
、出力するか否かを選択する操作を利用者から受付ける(ステップＳ２１)。
【００３５】
　利用者が受付部１１８を介して障害データとして出力する旨の選択操作を行った場合に
は(ステップＳ２１：ＹＥＳ)、ＣＰＵ１１０は、その代替印刷データを障害データ出力部
１１７へ送出し、その代替印刷データを障害データとして、障害データ出力部１１７に接
続された記憶媒体又は外部装置へ出力する（ステップＳ２２）。また、利用者が受付部１
１８を介して障害データとして出力しない旨の選択操作を行った場合には(ステップＳ２
１：ＮＯ)、ＣＰＵ１１０は、画像メモリ１１５から代替印刷データを消去して処理を終
了する。
【００３６】
　本実施形態では、データ種別に応じて印刷データを加工して代替印刷データを生成し、
印刷障害の再現を検証する例について説明した。これにより、印刷データが印刷されない
場合の印刷障害が発生して障害データをメンテナンス業者に送った場合でも、元の印刷デ
ータの内容は秘匿されており、障害データにより印刷障害の原因がメンテナンス業者に解
析される。
【００３７】
＜変形例＞
　以下、本発明の変形例について説明する。
（１）上述した実施形態では、予め定められた加工条件に従って印刷データ内のデータ種
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別について、データ種別毎の加工処理を行い、代替印刷データを生成して印刷障害の再現
を検証する例であったが、ユーザが印刷データの加工レベルを選択し、選択した加工レベ
ルに対応する加工条件に従って代替印刷データを生成するようにしてもよい。
　例えば、この場合、通常モードでの印刷処理が正常に終了しなかった場合に、図７に示
す加工レベル選択画面を表示部１１９に表示する。図７の例では、加工レベルが「高」に
近づくほど元の印刷データの画像とは異なる画像に変換する。例えば、加工レベルが「高
」の場合には、全データ種別の全データについて予め定められた加工処理を行う加工条件
を設定し、加工レベルが「低」の場合には、データ種別が文字データである一部のデータ
について加工処理を行う加工条件を設定するなど、加工レベルに応じて、加工対象となる
データ種別、加工するデータの範囲、加工内容を定めた加工条件を設定しておく。図７の
例において、利用者が、受付部１１８を介して図７の１１９ｄに示す加工レベルを選択す
る操作子を動かした場合、ＣＰＵ１１０は、操作子１１９ｄの位置が示す加工レベルに対
応する加工条件に従って印刷データを変換し、変換した代替印刷データのラスタ画像１１
９ａを実施形態と同様に表示する。そして、利用者により、表示されたラスタ画像１１９
ａで印刷障害の再現を検証することを指示する「次へ」１１９ｅのボタンが選択された場
合には、実施形態と同様、その代替印刷データを画像メモリ１１５に送出し、印刷障害が
再現するか否か試行する。なお、印刷障害が再現しなかった場合には、ＣＰＵ１１０は、
再度、図７の加工レベル選択画面を表示し、上記と同様、利用者により加工レベルを選択
し、印刷障害が再現するまで代替印刷データの生成と印刷障害の再現の検証を繰り返し行
うようにする。
【００３８】
（２）上述した実施形態では、全データ種別に対して各々の加工条件を適用する例であっ
たが、加工処理を行うデータ種別の優先順位を予め設定し、優先順に加工したデータを他
のデータと合成して代替印刷データを生成し、印刷障害の再現を行うようにしてもよい。
例えば、文字データ→ビットマップ画像データ→図形データの順に加工処理の優先順位を
設定する場合、まず、ＣＰＵ１１０は、印刷データ中の文字データを、文字データに対応
する加工条件に従って変換し、変換した文字データと他のデータ種別、即ち、印刷データ
に含まれている未加工のビットマップ画像データ及び図形データとを合成して第１次代替
印刷データを生成する。そして、ＣＰＵ１１０は、第１次代替印刷データを用いて画像出
力部１１４により印刷処理を行い、印刷障害が再現するか試行する。ＣＰＵ１１０は、印
刷障害が再現された場合には、その第１次代替印刷データを障害データとして出力し、印
刷障害が再現されなかった場合には、文字データとビットマップ画像データの各加工条件
に従って各々のデータを加工処理し、加工処理された文字データとビットマップ画像デー
タ、印刷データ中の未加工の図形データを合成して第２次代替印刷データを生成する。そ
して、ＣＰＵ１１０は、第２次代替印刷データを用いて印刷障害の再現を試行し、第２次
代替印刷データで印刷障害が再現された場合には、第２次代替印刷データを障害データと
して出力し、印刷障害が再現されなかった場合には、文字データとビットマップ画像デー
タに加えて、図形データについても各々加工処理を行って第３次代替印刷データを生成し
、第３次代替印刷データについて印刷障害の再現を検証する。
【００３９】
（３）上述した実施形態では、障害データは、画像出力装置１０に接続された記憶媒体や
、画像出力装置１０と通信接続された外部装置又は外部記憶媒体に逐次出力される例であ
ったが、ＣＰＵ１１０は、画像出力装置１０の記憶部１１６に障害データを記憶し、予め
定めた期間単位や、予め定めた障害データの数の単位で記憶部１１６に記憶された障害デ
ータを外部装置に対して出力するようにしてもよい。
【００４０】
（４）上述した実施形態では、印刷データが出力されない場合の印刷障害が生じたときに
、画像出力装置１０において障害データ生成モードに移行し、代替印刷データの生成及び
印刷障害の検証を行う例について説明したが、この印刷障害が生じたときに、障害データ
を生成する指示を受付けて障害データ生成モードに移行してもよい。この場合には、画像
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その印刷データについて障害データの生成を指示するスイッチ等を予め設定しておく。そ
して、利用者によりそのスイッチ操作がなされた場合に、ＣＰＵ１１０は、指示された印
刷データをＲＡＭ１１２から読み出し、実施形態と同様に、代替印刷データの生成及び印
刷障害の検証を行うようにする。
【００４１】
（５）上述した実施形態では、印刷が正常に行われなかった状態の例として、印刷データ
が出力されない場合の印刷障害について説明したが、印刷データの通りに印刷結果が出力
されなかった場合の印刷障害の場合には、利用者が印刷結果を確認した際に、上記変形例
(４)と同様、障害データの生成を指示する操作を行うことにより、障害データ生成モード
に移行されるようにしてもよい。
【００４２】
（６）上述した実施形態では、印刷データ内の全データ種別に対して各々の加工条件を適
用する例であったが、利用者が印刷データを加工するデータ種別を指定できるように構成
してもよい。この場合には、ＣＰＵ１１０は、障害データ生成モード時に印刷データを加
工するデータ種別を選択する選択画面を表示部１１９に表示し、利用者によって選択され
たデータ種別に対応する加工条件を記憶部１１６から読み出し、その加工条件を印刷デー
タに適用して代替印刷データを生成するようにする。
【００４３】
（７）上述した実施形態では、印刷が正常に終了されるまで、ＰＤＬで記述された印刷デ
ータが翻訳された印刷データをＲＡＭ１１２に記憶し、障害データ生成モードにおいて、
その翻訳された印刷データを用いる例を説明したが、ＣＰＵ１１０は、翻訳前のＰＤＬで
記述された印刷データをＲＡＭ１１２に記憶し、障害データ生成モードにおいて、再度、
そのＲＡＭ１１２に記憶されている印刷データを読み出し、翻訳プログラムを用いて翻訳
するようにしてもよい。
【００４４】
（８）実施形態におけるＣＰＵ１１０によって実行されるプログラムは、磁気記録媒体（
磁気テープ、磁気ディスクなど）、光記録媒体（光ディスクなど）、光磁気記録媒体、半
導体メモリなどのコンピュータが読取可能な記録媒体に記憶した状態で提供し得る。また
、インターネットなどの通信手段を用いて画像出力装置１０にダウンロードさせることも
可能である。
【符号の説明】
【００４５】
　１０・・・画像出力装置、２０・・・ホスト装置、１１０・・・ＣＰＵ、１１１・・・
ＲＯＭ、１１２・・・ＲＡＭ、１１３・・・印刷データ受付部、１１４・・・画像出力部
、１１５・・・画像メモリ、１１６・・・記憶部、１１７・・・障害データ出力部、１１
８・・・受付部、１１９・・・表示部
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